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要 旨： 

走査トンネル顕微鏡(STM)を用いた、単一分子の化学について最近の研究を紹介する。 
ＳＴＭ非弾性トンネル分光には、固体表面に吸着した分子の振動状態が反映される [1,2]。
一方、分子を透過する電子は非弾性トンネル過程で分子の振動状態を励起し、ある確率で

化学反応を誘起する[2,3]。透過する電子の運動エネルギーに対する分子の運動の応答から、
ひとつの分子から振動スペクトルの取得が可能である（アクションスペクトル）[4]。検出
された振動モードと透過する電子がテンポラルにトラップされる電子状態との関係を実験

および密度汎関数法による理論計算により調べ、電子状態に共鳴的に作用していることが

明確になった[5,6]。未知分子クラスターの同定[7]や、分子振動モード間のカップリングの
詳細など、最新の結果についても紹介したい。 
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